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３−４	 用語の定義	 	 	 	
	 本研究において用いられる主な用語及び概念について定義する。	
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研究課題１.	4 歳児から 7 歳児における足趾筋力の発達と性差(第４章)	


























	 	 	 	 研究課題２の結果から、仮説３は採択された。	
仮説４．児童期おける足趾筋力はと走、跳及び投の基礎運動能力と関係がある。	











	 	 	 	 研究課題３の結果から、仮説５は採択された。	
仮説６．仮説５における運動課題は、走、跳及び投の基礎運動能力においても効果がある。	
	 	 	 	 研究課題３の結果から、仮説６は立ち幅とびのみ採択され、50m走とソフトボール投げは
採択されなかった。	
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７－２	 結論	
	 本研究では、幼児期及び児童期の子どもを対象に、加齢に伴う足趾筋力の発達と性差、及び足趾筋力
と基礎運動能力の関係及び足趾筋力の発達を意図する運動課題が足趾筋力及び基礎運動能力に及ぼす効
果を検討すること目的とした。第４章から第６章において、本論文において設定した研究課題をそれぞ
れ検討した結果、各章において、本研究の限界（詳細は「３－５	研究の限界」参照）の下で、以下の知
見が得られた。	
１）足趾筋力は4歳児から7歳児・児童期において加齢に伴い発達し、性差は認められなかった。	
２）加齢に伴う足趾筋力の発達量は、身長の発育量より小さいが、体重の発育量と同程度であった。	
３）足趾筋力は身長や体重と関係があり、個人間に差が認められた。	
４）足趾筋力は男女児ともに50m走、立ち幅とび、及びソフトボ-ル投げと関係が認められた。	
５）本研究で実施した足趾筋力の発達を意図した運動課題は、男女児ともに足趾筋力の発達に効果が
認められた。	
６）本研究で実施した足趾筋力の発達を意図した運動課題は、立ち幅とびには足趾筋力と同様な効果
が認められるが、50m走及びソフトボール投げには効果が認められなかった。	
	 以上の結果から、幼児期及び児童期(4歳～10歳)において、足趾筋力は加齢に伴い発達し、発達の程
度に性差は認められなかった。また、足趾筋力は体格及び、走、跳、投の基礎運動能力と関係が認めら
れた。さらに、足趾筋力を高める運動課題の実施により、足趾筋力を高めることが可能であり、跳躍能
力(立ち幅とび)の発達においても効果があることが示唆された。	
	 これらのことにより、足趾筋力と基礎運動能力には関係が認められ、足趾筋力が運動課題で向上する
事も明らかにされた。したがって、本研究の結果は、これからの子ども達の体力・運動能力の向上にお
いて、足趾筋力が重要な役割を果たすことが示唆された。	
	
	
	
	 	
 49 
７－３	 今後の課題	
	 本研究では、足趾筋力の発達と性差及び足趾筋力と基礎運動能力の関係を検討した。足趾筋力は浮き
趾の影響を受けることや、足趾筋力の低下は転倒と関係があることが示唆されている。今後、足趾筋力
と浮き趾及び転倒との関係を検討する必要がある。また、子どもの体力の低下や転倒などを考えると、
基礎運動能力の他に、握力や下肢筋力、平衡性等の体力要因との関係も検討する必要がある。さらに、
今回の運動課題での効果は、足趾筋力と跳躍能力の向上のみに着目したが、他の運動能力の向上が期待
される運動課題の考案が必要と考える。	
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